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　【学部・学科の構成】
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じ科目が開講され、２年間を１
クールとして、当該系列の科目が
開講されます。「講義」では、テー
マに立脚した課題学習を通じて、
学問分野の基本を習得するととも
に、自然・人間・社会の関係や相
互作用を多面的に理解することを
目的にします。「演習・実習・実験」
は、少人数の演習形式で行われ、
文献講読、実地調査、口頭発表な
ど担当教員によって異なりますが、
教員を含めたディスカッションを
交えることを原則とした半期編成
の授業です。聞き・読み・書き・
語り・計り・作るという作業を通じて、思考力やコミュニケーション力を養成します（いずれも２単位）。「演習・実習・実
験科目（各系列の科目番号が20番台のもの）」は、少人数の演習形式で行われる半期演習科目であり、原則として１科目20
名を定員とし、各年度の初めに、Ｗeb抽選申請入力（第３希望まで申請することができる）にもとづいて決定します。希
望者が定員を超えた科目は抽選とし、その際は１年次の履修希望者を優先します。初回のオリエンテーションに出席し、所
定の期日までにＷeb抽選申請入力を済ませてください。
　系列の科目を５科目（10単位）以上履修した者には、申請に基づき、成績証明書に ｢系列履修認定｣ が明記されます。
　文理融合リベラルアーツ科目は、原則として月、水曜の１・２限、３・４限、金曜の３・４限に開講され（演習科目は、
月曜または水曜の３・４限の前期）、１－２年次に受講しやすいように設計されています。しかし、受講年次については、
制限を設けていないので、３－４年次も含めて計画的に履修できます。
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（講義） （単位） （講義） （単位） （講義） （単位） （講義） （単位） （講義） （単位）
生命と環境１ ２ 色・音・香１ ２ 生活世界の安全保障１ ２ ことばと世界１ ２ ジェンダー１ ２
生命と環境２ ２ 色・音・香２ ２ 生活世界の安全保障２ ２ ことばと世界２ ２ ジェンダー２ ２
生命と環境３ ２ 色・音・香３ ２ 生活世界の安全保障３ ２ ことばと世界３ ２ ジェンダー３ ２
生命と環境４ ２ 色・音・香４ ２ 生活世界の安全保障４ ２ ことばと世界４ ２ ジェンダー４ ２
生命と環境５ ２ 色・音・香５ ２ 生活世界の安全保障５ ２ ことばと世界５ ２ ジェンダー５ ２
生命と環境６ ２ 色・音・香６ ２ 生活世界の安全保障６ ２ ことばと世界６ ２ ジェンダー６ ２
生命と環境７ ２ 色・音・香７ ２ 生活世界の安全保障７ ２ ことばと世界７ ２ ジェンダー７ ２
生命と環境８ ２ 色・音・香８ ２ 生活世界の安全保障８ ２ ことばと世界８ ２ ジェンダー８ ２
生命と環境９ ２ 色・音・香９ ２ 生活世界の安全保障９ ２ ことばと世界 10 ２ ジェンダー９ ２
生命と環境 10 ２ 色・音・香 10 ２ 生活世界の安全保障 10 ２ ことばと世界 11 ２ （演習・実習・実験）
（演習・実習・実験） （演習・実習・実験） 生活世界の安全保障 11 ２ ことばと世界 12 ２ ジェンダー 21 ２
生命と環境 21 ２ 色・音・香 21 ２ （演習・実習・実験） （演習・実習・実験） ジェンダー 22 ２
生命と環境 22 ２ 色・音・香 22 ２ 生活世界の安全保障 21 ２ ことばと世界 22 ２ ジェンダー 23 ２
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生命と環境 25 ２ 生活世界の安全保障 24 ２ ことばと世界 27 ２
生命と環境 26 ２ 生活世界の安全保障 25 ２

生活世界の安全保障 26 ２

現代世界の鍵となる5つのテーマ
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④ 外国語
　本学で現在コア科目として開設されている外国語は以下の６言語です。
　英語、ドイツ語、フランス語、中国語、ロシア語、朝鮮語
　他に文教育学部共通科目として、ギリシャ語、ラテン語、現代スペイン語、現代イタリア語、現代アジア諸語Ⅰ～Ⅳが
あります。必修単位として必要な外国語の種類と単位数は、学部・学科別に以下のとおり定められており、各外国語の授
業科目の内でも必修単位として認められる科目と認められない科目があります。必修単位に認められる科目は各外国語の
授業科目表に＊印または＊＊印で示されています。これらは学部・学科によって異なるので注意してください。また、履
修に条件を設けた科目があるので、各外国語の授業科目表の履修条件欄にも注意してください。

授業科目別一覧

学部・学科 必修となる外国語の種類及び単位数

文
教
育
学
部

人 文 科 学 科

言 語 文 化 学 科

グ ロ ー バ ル 文 化 学 環

外国語の必修単位数は20単位である。英語・ドイツ語・フランス語・中国語を第一言語とし、その
中から一つの言語について 12 単位修得すること。残りの 8単位は、他の外国語（第一言語で選択し
た外国語を除く英語・ドイツ語・フランス語・中国語、もしくはロシア語・朝鮮語）から修得するこ
と。外国語科目の修得単位数のうち、必修単位数を超える分は「自由に選択して履修する科目・単位」
として卒業に必要な履修単位数に組み入れられる。

人 間 社 会 科 学 科

芸 術・ 表 現 行 動 学 科

外国語の必修単位数は12単位である。英語・ドイツ語・フランス語・中国語のうち、一つの言語に
ついて 12 単位修得すること。外国語科目の修得単位数のうち、必修単位数を超える分は「自由に選
択して履修する科目・単位」として卒業に必要な履修単位数に組み入れられる。

理
学
部

数 学 科

物 理 学 科

化 学 科

生 物 学 科

外国語の必修単位数は12単位である。英語・ドイツ語・フランス語・中国語のうち、一つの言語に
ついて 12 単位修得すること。なお、「専門英語」の「物理英語⑴⑵」（物理学科）、「生物学外書講読」
（生物学科）は、コア科目外国語（必修）英語の「中級英語Ⅱ⑴⑵」に充てることができる。外国語
科目の修得単位数のうち、必修単位数を超える分はコア科目の必修単位または「自由に選択して履修
する科目・単位」として卒業に必要な履修単位数に組み入れられる。

情 報 科 学 科

外国語の必修単位数は12単位である。英語を８単位修得すること。残りの４単位は、英語・ドイツ
語・フランス語・中国語から修得すること。なお、「専門英語」の「英文講読」は、コア科目外国語（必
修）英語の「中級英語Ⅱ⑴⑵」に充てることができる。外国語科目の修得単位数のうち、必修単位数
を超える分はコア科目の必修単位または「自由に選択して履修する科目・単位」として卒業に必要な
履修単位数に組み入れられる。

生
活
科
学
部

食 物 栄 養 学 科

人 間・ 環 境 科 学 科

人 間 生 活 学 科

外国語の必修単位数は12単位である。英語・ドイツ語・フランス語・中国語のうち、一つの言語に
ついて 12 単位修得すること。外国語科目の修得単位数のうち、必修単位数を超える分はコア科目の
必修単位または「自由に選択して履修する科目・単位」として卒業に必要な履修単位数に組み入れら
れる。
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Advanced Communication Training Program

単位 授業科目
標準
履修年次

履修条件

CB

2（選択必修） Advanced Communication Training Ⅰ（ESA）

1～４

履修希望者が定員（20 名）を越え
た場合、過去１年以内に取得した
TOEFL ITP のスコアで選抜を行
う。

Ⅰ～Ⅵから
４単位を必
ず修得する
こと

2（選択必修） Advanced Communication Training Ⅱ（ESA）
2（選択必修） Advanced Communication Training Ⅲ
2（選択必修） Advanced Communication Training Ⅳ
2（選択必修） Advanced Communication Training Ⅴ
2（選択必修） Advanced Communication Training Ⅵ
2（選択） Summer Program in English Ⅰ

なし（定員 20 名）

2（選択） Summer Program in English Ⅱ
2（選択） Summer Program in English Ⅲ
2（選択） Summer Program in English Ⅳ
2（選択） Summer Program in English Ⅴ
2（選択） Summer Program in English Ⅵ

SB

各 1（選択） 上級英語Ⅰ（R/W）⑴⑵

3･4

コア英語 12 単位以上を修得してい
ること（コア外国語（英語）の「履
修条件」を参照）

各 1（選択） 上級英語Ⅱ（R/W）⑴⑵
各 1（選択） 上級英語Ⅲ（L/S）⑴⑵
各 1（選択） 上級英語Ⅳ（L/S）⑴⑵

PT

2（選択） Academic Writing A（文系）/B（理系）
3･4 「上級英語」に準ずる

2（選択） Academic Presentation A（文系）/B（理系）
2（選択） TOEFL対策ゼミ R/L ＊

1 ～４

履修希望者が定員（20 名）を越え
た場合、過去１年以内に取得した
TOEFL ITP のスコアで選抜を行
う。

2（選択） TOEFL対策ゼミ S/W＊
2（選択） IELTS 対策ゼミ R/L ＊
2（選択） IELTS 対策ゼミ S/W＊
各 1（選択） 時事英語Ⅰ⑴⑵

２～４

コア英語 8単位以上を修得してい
ること（コア外国語（英語）の「履
修条件」を参照）

各 1（選択） 時事英語Ⅱ⑴⑵
各 1（選択） ビジネス英語Ⅰ⑴⑵
各 1（選択） ビジネス英語Ⅱ⑴⑵
各 1（選択） 英語プレゼンテーションⅠ⑴⑵
各 1（選択） 英語プレゼンテーションⅡ⑴⑵

以上から 12 単位修得で修了証発行
ESA＝ English for Study Abroad, CB ＝ Contents-Based, SB ＝ Skill-Based, PT ＝ Practical Training
＊卒業単位に含めることができない

４　履修に関する特別措置
１ ）入学以前に『実用英語技能検定』（文部科学省認定・財団法人日本英語検定協会主催）１級又は準１級、TOEIC（財団
法人国際ビジネスコミュニケーション協会主催）730点以上のスコアもしくはTOEFL（Educational Testing Service（ETS）
主催）において550（PBT）／213（CBT）／79（iBT）点以上のスコアを持っている学生に関する措置
　（「Ⅱ－４　単位制」⑵【P.39～41参照】）
　※入学後に本学で実施するTOEFL　ITPテストのスコアは対象になりません。
　ａ 　入学以前に実用英語技能検定準１級、TOEIC730点以上815点未満のスコアもしくはTOEFL550（PBT）／213（CBT）
／79（iBT）点以上580（PBT）／237（CBT）／92（iBT）点未満のスコアを持っている学生

　　 　「基礎英語Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」及び「英語コミュニケーションⅠ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」に相当する８単位を認定します。残り
の必修単位は「中級英語Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」で充足させます。ただし、入学時に言語文化学科（英文研究室）が相応の英
語力を有すると判断した場合は、残りの必修単位を「上級英語Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」、「上級英語Ⅲ⑴⑵・Ⅳ⑴⑵」等で充足
させることができます。

　ｂ 　入学時に実用英語技能検定１級、TOEIC815点以上のスコアもしくはTOEFL580　（PBT）／237（CBT）／92（iBT）
点以上のスコアを持っている学生

　　 　「基礎英語Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」、「英語コミュニケーションⅠ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」及び「中級英語Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」に相当す
る12単位を認定します。

　※上記の条件を充たし、単位認定を希望する者は、所定の期間に教務チームで単位認定の申請をすること。
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２　クラス編成
　１クラス50名以内とします。指定されたクラスで履修してください。
　１クラスの履修希望者が50名を超えた時は、調整を行います。

３　より高度な授業科目
　発展ドイツ語よりも高度な内容の学習を希望する場合は、文教育学部言語文化学科の専門教育科目を履修してください。
　なお、これらはコア科目の単位にはならないので注意してください。

４　履修に関する特別措置
１ ）入学時に『ドイツ語技能検定試験』（財団法人ドイツ語学文学振興会主催）３級以上に合格している学生に関する措置（「Ⅱ
-４　単位制」⑵【P.39～41参照】）

　ａ　３級合格者：「基礎ドイツ語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」に相当する８単位を認定します。
　ｂ 　２級以上合格者：「基礎ドイツ語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」「基礎ドイツ語（応用）Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」「発展ドイツ語Ⅰ⑴⑵・
Ⅱ⑴⑵」「発展ドイツ語Ⅲ⑴⑵・Ⅳ⑴⑵」のいずれかに相当する12単位を認定します。

２ ）既にドイツ語を学んでおり、相当の実力があると認められる学生に関しては、必修単位を満たすことができる（準）基
本科目以外の履修によって、必修科目を満たすことを認める場合があります。

［フランス語］
１　授業科目

科　目 単位 対象学年 内　容 履　修　条　件

＊　基礎フランス語
Ⅰ・Ⅱ

各２ １

フランス語の文法の基礎を修得し、簡単な会
話や文章の読解ができるようになる。

「基礎フランス語Ⅰ・Ⅱ」と同時に履修す
ること。同一年度でⅠ・Ⅱを連続して履
修すること。

＊　基礎フランス語
Ⅲ・Ⅳ

各２ １
「基礎フランス語Ⅲ・Ⅳ」と同時に履修す
ること。同一年度でⅢ・Ⅳを連続して履
修すること。

＊　基礎フランス語（応用）
Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵

各１ １
読み・書き・話し・聞くという様々な基本的
な訓練を通じて実践的な語学力を養う。

「基礎フランス語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」を同時
に履修するか、またはこれらを既に履修
していること。同一年度でⅠ・Ⅱを連続
して履修することが望ましい。

＊　発展フランス語
Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵

各１ 2

基礎を固めつつ、テクストの読解や様々な練
習を通じて、フランス語学力の向上を図る。

「基礎フランス語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」を既に
履修していること。同一年度でⅠ・Ⅱを
連続して履修することが望ましい。

＊　発展フランス語
Ⅲ⑴⑵・Ⅳ⑴⑵

各１ 2
「基礎フランス語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」を既に
履修していること。同一年度でⅢ・Ⅳを
連続して履修することが望ましい。

＊＊基礎フランス語会話
Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵

各１ １～４
外国人講師によるフランス語初歩の会話演
習。

同一年度でⅠ・Ⅱを連続して履修するこ
とが望ましい。

＊＊フランス語初歩
Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵

各１ １～４ フランス語文法の概略をつかむ。
同一年度でⅠ・Ⅱを連続して履修するこ
とが望ましい。

注）① 　＊　 全学部の学生がコア科目（外国語）の必修単位に充てることができる基本科目です。フランス語を８単位以上
履修する場合は、必ず「基礎フランス語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」を履修すること。

　　　　＊＊　 文教育学部の人文科学科、言語文化学科、グローバル文化学環の学生及び理学部の情報科学科の学生が、第
二言語としてフランス語を８単位未満履修する場合にのみコア科目（外国語）の必修単位に充てることがで
きます。

　　②　対象学年は、必修単位を満たす外国語としてフランス語を履修する場合の目安です。
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科　目 単位 対象学年 内　容 履　修　条　件
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２　クラス編成
�y�
�«�å�µ ���� �Ê�Ž�º�q�`�‡�b�{�¦���^�•�h�«�å�µ�p�d	.�`�o�X�i�^�M�{

�y�
�«�å�µ�w�d	.�1�l	��U ���� �Ê�›�Ò�Q�h�Ì�x�z�Ð
T�›�æ�M�‡�b�{

３　より高度な授業科目
�y
C�2�¤��� �‘�“�‹�ô�S�s�º�0�w�¶	6�›�1�l�b�”	Ô�ù�x�z���­�­�¶
æ�t� ���=�¶�J�w
•�ó�­�­�J�è�›�d	.�`�o�X�i�^�M�{

�y�s�S�z�\�•�’�x�¯�ž�J�è�w�o�•�t�x�s�’�s�M�w�p�«�™�`�o�X�i�^�M�{

４　履修に関する特別措置
�
���£�Ö�¶�Ì�t�°�¤��� �U���±�¢�Ô�Š�¤��� �U��� �q	��5�£���ƒ�Ž	Í�t�ù�¨�`�o�M�”�¶
\�z�°�¤��� �¯�Û�á�Ç�­�”�³�ã�ï�ó�—�U

���±�¢�¤��� �¯�Û�á�Ç�­�”�³�ã�ï� �q	��5�£�t�S�M�o ������ �:�Ž	Í�w�µ�¯�ž�›�‹�l�o�M�”�¶
\�t�|�°�ý� 
+���ß�¼�g�±�¢�¤��

���H �)�4�, �•�»�q	��5�£�w���ƒ�Ž	Í�t�ù�¨�`�o�M�”�¶
\�t���b�”
¾�”�¢�®�˜ �ô ���y�o�•
M�¯�ˆ�²�1�������™���� �€	°�³�£

�y���y�Ö�¶�Ì�t�°�¤��� �U���±�¢�Ô�Š�¤��� �U��� �q	��5�£���ƒ�Ž	Í�t�ù�¨�`�o�M�”�¶�t���b�”
¾�”

�y�y�0�y���ƒ�ù�¨	��•�®�,
Å�¤��� �—�~�˜�~�™�~�š�¯�t
ì�p�b�”���o�•�›�Ý���`�‡�b�{

�y�y�1���y���ƒ�Ž	Í�ù�¨	��•�®�,
Å�¤��� �—�~�˜�~�™�~�š��̄®�,
Å�¤��� �¢� �;�£�—�‡�ˆ�~�˜�‡�ˆ��̄®
C�2�¤��� �—�‡�ˆ�~�˜�‡�ˆ�¯

�®
C�2�¤��� �™�‡�ˆ�~�š�‡�ˆ�¯�w�M�c�•�T�t
ì�p�b�” ���� �o�•�›�Ý���`�‡�b�{

�y�����y�Ö�¶�Ì�t�°�¤��� �¯�Û�á�Ç�­�”�³�ã�ï�ó�—�U���±�¢�¤��� �¯�Û�á�Ç�­�”�³�ã�ï� �q	��5�£�t�S�M�o ������ �:�Ž	Í�w�µ�¯

�ž�›�‹�l�o�M�”�¶
\�t���b�”
¾�”

�y�y���y������ �:�Ž	Í ������ �:�°�¬�•�®�,
Å�¤��� �—�~�˜�~�™�~�š�¯�t
ì�p�b�”���o�•�›�Ý���`�‡�b�{

�y�y���y������ �:�Ž	Í�•�®�,
Å�¤��� �—�~�˜�~�™�~�š��̄®�,
Å�¤��� �¢� �;�£�—�‡�ˆ�~�˜�‡�ˆ��̄®
C�2�¤��� �—�‡�ˆ�~�˜�‡�ˆ��̄®
C

�2�¤��� �™�‡�ˆ�~�š�‡�ˆ�¯�w�M�c�•�T�t
ì�p�b�” ���� �o�•�›�Ý���`�‡�b�{

�y���y�Ö�¶�Ì�t�°�ý� 
+���ß�¼�g�±�¢�¤�����H �)�4�, �•�»�q	��5�£�w���ƒ�Ž	Í�t�ù�¨�`�o�M�”�¶
\�t���b�”
¾�”

�y�y�0�y���ƒ�ù�¨	��•�®�,
Å�¤��� �—�~�˜�~�™�~�š�¯�t
ì�p�b�”���o�•�›�Ý���`�‡�b�{

�y�y�1���y���ƒ�Ž	Í�ù�¨	��•�®�,
Å�¤��� �—�~�˜�~�™�~�š��̄®�,
Å�¤��� �¢� �;�£�—�‡�ˆ�~�˜�‡�ˆ��̄®
C�2�¤��� �—�‡�ˆ�~�˜�‡�ˆ�¯

�®
C�2�¤��� �™�‡�ˆ�~�š�‡�ˆ�¯�w�M�c�•�T�t
ì�p�b�” ���� �o�•�›�Ý���`�‡�b�{

�����£�7�t�¤��� �›�¶�œ�p�S�“�z
ì�p�w�î�—�U�K�”�q�Ý�Š�’�•�”�¶
\�t���`�o�x�z
ž	.�o�•�›�¬�h�b�\�q�U�p�V�”�¢	j�£�,�Š

�J�è�Ž�Ž�w�d	.�t�‘�l�o�z
ž	.�J�è�›�¬�h�b�\�q�›�Ý�Š�”	Ô�ù�U�K�“�‡�b�{



27

Ⅱ

1

�d
	.
�“
�A

入
学
か
ら
卒
業
ま
で

�Ô�™�y�é�³�ž� �~�Ç
±� 

　ロシア語と朝鮮語は、初歩クラスと会話クラスが開講されます。

［ロシア語］
１　授業科目

科　目 単位 対象学年 内　容 履　修　条　件

＊＊ロシア語初歩
Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵

各１ １～４ ロシア語の基礎を学ぶ。
同一年度でⅠ・Ⅱを連続して履修することが望ま
しい。

＊＊ロシア語会話
Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵

各１ １～４ 簡単なロシア語会話の練習。
「ロシア語初歩Ⅰ・Ⅱ」を履修済みであることが望
ましい。同一年度でⅠ・Ⅱを連続して履修するこ
とが望ましい。

注 ） ＊＊　 人文科学科、言語文化学科、グローバル文化学環の学生のみが、英語、ドイツ語、フランス語、中国語12単位
を＊のついた基本科目で履修した場合に限り、残りのコア科目（外国語）の必修単位に充てることができる科目
です。

［朝鮮語］
１　授業科目

科　目 単　位 対象学年 内　容 履　修　条　件

＊＊朝鮮語初歩
Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵

各１ １～４ 朝鮮語の基礎を学ぶ。
同一年度でⅠ・Ⅱを連続して履修することが望ま
しい。

＊＊朝鮮語会話
Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵

各１ １～４ 簡単な朝鮮語会話の練習。
「朝鮮語初歩Ⅰ・Ⅱ」を履修済みであることが望ま
しい。同一年度でⅠ・Ⅱを連続して履修すること
が望ましい。

注） ＊＊　 人文科学科、言語文化学科、グローバル文化学環の学生のみが、英語、ドイツ語、フランス語、中国語12単位
を＊のついた基本科目で履修した場合に限り、残りのコア科目（外国語）の必修単位に充てることができる科目
です。

⑤ スポーツ健康
１　スポーツ健康の履修
　全学部とも「スポーツ健康実習」２単位が必修です。

２　授業科目

科目

学部

必修科目 自由選択科目
スポーツ健康実習 スポーツ科学概論 健康科学概論 生涯スポーツ
単位数 履修年次 単位数 履修年次 単位数 履修年次 単位数 履修年次

全学部 ２単位 １年次 ２単位 １～４年次 ２単位 １～４年次 0.5 ～３単位 １～４年次

注）①　「生涯スポーツ」の履修単位を「スポーツ健康実習」の単位に替えることは、原則的にはできません。
　　②　 「スポーツ科学概論」、「健康科学概論」、「生涯スポーツ」の単位は、文教育学部の学生は自由選択科目として、理

学部、生活科学部の学生はコア科目（「スポーツ健康」の選択科目）として卒業単位の中に含めることができます。

１）スポーツ健康実習
　 　運動やスポーツを通じて健康や体力の維持増進を図り、あわせて自己の身体への理解と関心を深めることを目的としま
す。前学期は主に体力の維持増進を目的として「共通フィットネス」を履修します。後学期は開講される種目（テニス、
バドミントン、ソフトボール、サッカー、ダンス、多種目など）の中から履修する種目を選択します。前・後学期それぞ
れ２回ずつの講義が含まれます。
　　自己の体力水準を正しく知ってもらうために、４月と12月に体力診断テストを行います。
　 　なお、傷害あるいは慢性疾患等で運動することができない場合は、軽運動クラスを選択することができます。
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２）　スポーツ科学概論
　 　人はなぜスポーツをするのか、スポーツは人にどのような影響を与えるのか、というテーマについて、人文・社会科学
的視点からと生理学的視点から、それぞれ講義します。
３）健康科学概論
　 　青年期、成人期を女性として健康に生きるための基本的な知識、考え方を学び、同時に健康をめぐる諸問題に対する関
心を深めることを目的とします。
４）生涯スポーツ
　 　生涯にわたって自らの生活の中に運動やスポーツを取り入れ実践していくことができる基礎的能力を高めることを目的
とします。開講する種目は学生からの要望の高い種目が用意されます。各学期の第一週目にガイダンスと受講の受付をし
ます。

⑵　専門教育科目又は専攻科目・関連科目
① 専門教育科目（プログラムに属する科目）
　複数プログラム選択履修制度とは、「主プログラム」「強化プログラム」「副プログラム」「学際プログラム」の４つから構
成されており、
　－深く専門的な知識を学びたい
　－将来の進路を考えて、幅広くさまざまな分野の知識や技能を身につけたい
　－分野を横断した最先端の学問領域を学びたい
　－国際理解を深めたい
など、学生が自分の目標にあわせて、学部の域を超えて、さまざまなプログラムを選択的に組み合わせることにより、多様
で豊かな学びを構築するための制度です。

「主プログラム」とは
　　自分の所属する学科から提供される知識や技能の基礎を学ぶプログラムをいいます。
「強化プログラム」とは
　　専攻した分野をさらに深く、または広く学ぶためのプログラムをいいます。
「副プログラム」とは
　　自分の専攻した分野と異なる学習プログラムをいいます。
「学際プログラム」とは
　　さまざまな分野を融合する最先端の知識や技能を学ぶ学際型プログラムをいいます。

　皆さんは、自分の目標に合わせてプログラムを設定していくことになりますが、一つ目、二つ目のプログラム（第１、第
２プログラム）の設定は、自分の所属する学部、学科の提供するものから選択しなければなりません。また、三つ目のプロ
グラム（第３プログラム）は、それぞれ他学科、他学部の提供する副プログラムや学際プログラムからも選択可能ですので、
「Ⅲ　授業科目一覧」を見て確認してください。
　また、プログラムの種類・内容及び単位数の関係については、次の表を参照してください。

　第１プログラム　必　　修　　主プログラム（自分の所属する学科から選択）
　第２プログラム　選択必修　　強化プログラム又は副プログラム又は学際プログラム（自分の所属する学部内から選択）
　第３プログラム　自由選択　　副プログラム又は学際プログラム
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主プログラム

●文教育学部
●理学部
●生活科学部

�� �� 
H�D��
���g�% �ù �æ�Õ�å �ç �ž �” �À

学際プログラム

文…グローバル文化学
理…応用数理　理…物理・化学
理…ケミカルバイオロジー
理…生命情報学
生…消費者学
合計6プログラム

文…4学科の計13、日本語教育
理…5学科の計5
生…2学科の計5

合計24プログラム

副プログラム

強化プログラム

文…3学科の計10
理…5学科の計5
生…2学科の計4
合計19プログラム

�Ó�é�¬�å�Ü
¬�R�Í�»�”�ï

該当専門
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Q
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21世紀型文理融合リベラルアーツ教育を踏まえた高度な専門基礎教育

●表現力
●国際的発信能力の育成

●専門を深める
●異なる専門へと発展させる
●学際領域へと踏み込む

・外国語教育
・情報
・スポーツ健康
　などのコア科目

21世紀型文理融合
リベラルアーツ
（Ｈ20年度導入）

複数プログラム
選択型専門教育
（Ｈ23年度導入）

●高度教養教育
●領域横断的視野
●課題解決能力
●論理的思考力

○プログラムの種類・内容及び単位数の関係表

プログラムの種類
（提供プログラム）

専門教育
プログラム内容等

文教育学部 理学部 生活科学部

主プログラム
（20 プログラム）

44 又は 48
単位

60 単位
42 又は 60
単位

各専門領域の基礎的な知識や技能を、一貫的で調和的に修得するためのプロ
グラム。提供学科は、文教育学部芸術・表現行動学科及び生活科学部食物栄
養学科を除く全学科。

強化プログラム
（19 プログラム）

20 単位 20 単位 20 単位
各専門領域をさらに深く、または広く学ぶためのプログラム。提供学科は、
文教育学部芸術・表現行動学科、グローバル文化学環及び生活科学部食物栄
養学科を除く全学科。

副プログラム
（24 プログラム）

20 単位 20 単位 20 単位

学生の多様な能力・適性及び学習意欲に応え、専門とは異なる分野の幅広い
学習機会を提供するためのプログラム。
＜提供学部学科＞
文教育学部　14
・哲学・倫理学・美術史プログラム　・比較歴史学プログラム
・地理環境学プロクラム
・日本語・日本文学プログラム　・中国語圏言語文化プログラム
・英語圏言語文化プログラム　・仏語圏言語文化プログラム　
・日本語教育プログラム　・社会学プログラム　・教育科学プログラム　
・心理学プログラム（A・B）
・舞踊教育学プログラム　・音楽表現プログラム
理学部　５
・数学プログラム　　・物理学プログラム　　・化学プログラム
・生物学プログラム　・情報科学プログラム
生活科学部　５
・人間・環境科学プログラム　・発達臨床心理学プログラム
・公共政策論プログラム　　　・ジェンダー論プログラム　
・生活文化学プログラム

学際プログラム
（６プログラム）

20 単位 20 単位 20 単位

新たな領域融合型ないしは学際型の専門領域に即応し、先端研究分野等で要
請される新しいタイプの専門人養成に対応するためのプログラム。
＜提供学部学科＞
文教育学部グローバル文化学環　　　　・グローバル文化学プログラム　
理学部数学科、物理学科、情報科学科　・応用数理プログラム
理学部物理学科、化学科　　　　　　　・物理・化学プログラム
理学部化学科、生物学科　　　　　　　・ケミカルバイオロジープログラム
理学部生物学科、化学科、情報科学科　・生命情報学プログラム
生活科学部人間生活学科　　　　　　　・消費者学プログラム

注）①　強化プログラムの履修は、同領域の主プログラムを履修していることが選択の要件です。
　　②　 副プログラムは、履修した主プログラムと同領域のものは選択できません。ただし、グローバル文化学を主プログ

ラムとする学生は、所属する学科のいずれかのコース・講座の提供する副プログラムの履修を必修とします。
　　③　 学際プログラムのうち、理学部の提供する４プログラムについては、理系の学生（理学部全学科と生活科学部食物

栄養学科、人間・環境科学科）のみ選択できます。
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② 文教育学部芸術・表現行動学科と生活科学部食物栄養学科専攻科目・関連科目
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⑶　自由に選択して履修する科目・単位
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⑷　外国人留学生特別科目
●外国人留学生特別科目「日本語演習」、「日本事情演習」、「総合日本語サマープログラム」の単位の取扱い
�y�Ô�Š� �z�Ô�Š�Ä	Ø�w	$�À�J�è�t�m�M�o�x�z�Í�w�,	j�t�‘�“�¯�ž�J�è�w�o�•�q�`�o	��{�M�‡�b�{

学部

科目区分

コア科目として取扱う単位数の上限
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⑴　授業科目の履修
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⑵　Ｗeb履修登録マニュアル
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■メインメニュー画面

■履修申請画面
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⑴　四学期制
　お茶の水女子大学は、本学における教育の質をさらに高め、グローバルに活躍できる人材を育成するため、平成26年度
から四学期制を導入しました。

① コンセプト
◇学修の質のさらなる向上・学修量の確保
　四学期制による約２ヶ月の期間に集中して行う授業は、その記憶が鮮明な状態で次回の授業を受講することができ、学修
効果が高まります。また同時に履修する授業科目数が減るため、１科目にかける授業時間外学修を含めた学習時間が必然的
に増え、個々の科目の学修の質向上につながります。
◇学生の主体的な学修活動の促進・本学学生の留学促進
　四学期制により５月に第1学期を終えることで、海外の大学のアカデミック・カレンダーとの互換性が高まり、第２学期
を使って海外のサマープログラムなどへ参加できます。これによりグローバルな学修機会を得ることができます。また学期
単位を短くすることで、１学期まるごとあるいは夏期休業とその前後の学期を組み合わせた期間に、国内外問わず長期イン
ターンシップやボランティア活動などへ参加することも可能になります。
◇国際的交流の促進
　海外の大学が夏休みの期間に、海外の大学教員を招聘して多様で刺激に富む授業の開講や、短期外国人留学生を受け入れ
る可能性も広がるため、国際的な交流の機会が増えます。

② 二学期制と四学期制
　二学期制は、１年を前学期と後学期の２学期に分け、それぞれ約４ヶ月を単位として授業が設置されます。四学期制は、
これらの学期をさらに２つに分けて、約２ヶ月を単位とした授業が設置されます。
　この二学期制と並行して、四学期制が実施されます。

③ 授業科目と時間割
　二学期制と四学期制の授業科目を組み合わせて履修し、卒業までの単位を取得します。
　二学期制の主な授業科目は、前学期・後学期にそれぞれ週1回開講される「半期科目」と、前学期・後学期を通して開講
される「通年科目」です。
　四学期制の主な授業科目は、「２倍型科目」と「分割科目」です。
２倍型科目は、週２回開講し半期科目の半分の期間で２単位を取得します。同じ日に連続して週２回開講される２倍型科目
もあります。
分割科目は、連続した第１学期・第２学期又は、第３学期・第４学期に、週１回開講され、基本的に１単位を取得できます。
⑴、⑵など科目名にカッコ付きで表示されているものがこれにあたります。
　　　例）基礎英語Ⅰ⑴
　　　　　基礎英語Ⅰ⑵　　
　１年を通して⑴、⑵、⑶、⑷まである分割科目もあります。
　この分割科目は、１単位ごとに独立して履修できる科目と、⑴、⑵の両方を履修しなければ各１単位を取得できない連続
性の強い科目があります。

3 授業

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

二学期制 前学期 �F
�8
�s
�À

後学期 �Y
�8
�s
�À

	_
�8
�s
�À四学期制 第１学期 第２学期 第３学期 第４学期 第４学期
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　どちらのタイプの科目なのかは、各科目のシラバスで確認できます。

＜基本となる科目の種類＞
　二学期制　［Ａ］　半期科目───　前学期、後学期にそれぞれ週１回開講。
　　　　　　［Ｂ］　通年科目───　前学期、後学期を通して週１回開講。
　四学期制　［Ｃ］　２倍型科目──　第１学期、２学期、３学期、４学期ごとに週２回開講。
　　　　　　［Ｄ］　分割科目───　第１学期、２学期、３学期、４学期に週１回開講。
　　　　　　　　　　①　⑴又は⑵を独立して履修・単位取得できる科目。
　　　　　　　　　　②　⑴及び⑵を連続して履修しないと単位を取得できない科目。

四学期制時間割のパターン

④ 第２学期を利用した海外留学
　第２学期を利用して海外のサマープログラムに参加したい場合、連続性の強い分割科目［上図Ｄ⑴］を第１学期に履修し、
第２学期に［Ｄ⑵］が未修得であっても、翌年次の第２学期に［Ｄ⑵］を履修することにより分割科目［Ｄ⑴、Ｄ⑵］の各
１単位を修得することができます。科目によっては留学先で取得した単位を、第２学期に未履修だった科目として認定可能
な場合もあります。
　本学は、在学中に交換留学をはじめとした海外留学を積極的に推進しています。交換留学の募集は毎年、第３学期の10
月に行われるため、その前の第２学期に海外語学研修や海外サマープログラムに参加し、留学生活の醍醐味を体験してみる
ことをお勧めしています。また交換留学には一定の語学力が求められますので、交換留学に必要な語学力を身につけるため
にも、第２学期を効果的に利用するとよいでしょう。
　グローバル時代にはグローバルな人材が求められます。グローバルな人材となるためには、海外で学ぶことが最短かつ最
善の道です。本学が第２学期を海外留学推進の学期としているのはそのためです。ぜひ、第２学期を有効に活用してくださ
い。

⑵　授業と休日
　休業日は「学則　第３節　学年、学期及び休業日」の中に定められています。しかし、いろいろな行事や事由のため臨時
に授業が休みとなる場合があり（半日、全日等）、春、夏、冬の休業期間の始めや終りも必ずしも学則どおりにいかない場
合もあります。それらはすべて教務チーム（学生センター）を通して掲示又は学生ポータルサイトを使ってお知らせします。
　二学期制

学期 期間
前学期 ４月１日から９月30日まで
後学期 10月１日から翌年３月31日まで

　四学期制

学期 期間
第１学期

４月１日から９月30日までの間で別に定める。
第２学期
第３学期

10月１日から翌年３月31日までの間で別に定める。
第４学期

第１学期
月 火 水 木 金 土

１．２限 D⑴
３．４限 C C
５．６限
７．８限 Ca
９．10限 Da⑴ Ca
11．12限

第２学期
月 火 水 木 金 土

１．２限 D⑵
３．４限
５．６限
７．８限
９．10限 Da⑵
11．12限

第３学期
月 火 水 木 金 土

１．２限
３．４限
５．６限
７．８限
９．10限 Da⑶
11．12限

第４学期
月 火 水 木 金 土

１．２限
３．４限
５．６限
７．８限
９．10限 Da⑷
11．12限

四学期制の科目…… C ２倍型科目

D 分割科目
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　授業時間（月曜日～金曜日）

１・２限 　９：００　～　１０：３０

３・４限 １０：４０　～　１２：１０

５・６限 １３：２０　～　１４：５０

７・８限 １５：００　～　１６：３０

９・10 限 １６：４０　～　１８：１０

⑶　休講
　授業担当教員が公務、学会出席、病気等のためやむを得ず休講となる場合は、教員からの連絡により、学生ポータルサイ
トに掲載されます。学生ポータルサイトはパソコン及び携帯電話で確認できます。なお、学生ポータルサイトへのアクセス
には「お茶大アカウント」が必要です。
　　　　　　　　　　　　　パソコン用：http://tw.ao.ocha.ac.jp
　　　　　　　　　　　　　携帯電話用：http://tw.ao.ocha.ac.jp/k/

⑷　補講
　各学期末に補講期間を設けています。補講の有無については、当該授業で確認してください。また、交通機関のストライ
キ・台風等による運休に対する措置で休講となった授業の補講については、別途発表します。

⑸ 　台風等による交通機関の運休及び台風等非常時に対する授業関係措置
　休講情報は学生ポータルサイトに逐次掲載します。
① 台風等による交通機関の運休に対する授業休講等の措置について
　台風及びストライキ等により次のいずれかの交通機関が運休した場合、以下のとおり授業休講等の措置をします。
　・JR山手線
　・東京メトロ丸ノ内線及び有楽町線
　・東武東上線
　授業取扱

運休時間 授業の取扱い

当日午前６時 30 分までに運転開始 平常どおり

当日始発から午前６時 30 分まで運休 午前中休講

当日始発から引き続き午前 10 時まで運休 全日休講

　ただし、JR山手線の部分ストライキ（拠点ストライキ）等による運休の場合は平常どおり授業を行います。

② 台風等による気象警報の発表に伴う授業休講等の措置について
　台風により、気象庁から東京都に「特別警報」または東京23区西部に「暴風警報」（大雨、洪水、大雪、暴風雪を除く）
が発令された場合、授業の取扱いは、次のとおりです。

東京都に「特別警報」または東京23区西部に
「暴風警報」（大雨、洪水、大雪、暴風雪を除く）

授業の取扱い

午前６時 30 分の時点で、警報が発令中の場合 午前中授業休講

午前 10 時の時点で、警報が発令中の場合 ５・６、７・８時限の授業を休講

午後２時の時点で、警報が発令中の場合 ９・10 時限以降の授業を休講

　情報の確認　次頁の方法により、確認してください。
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　・気象庁のホームページ　http://www.jma.go.jp/index.html
　・テレビ・ラジオ等のマスメディアによる確認

③ その他、気象状況の悪化、不測の事態による休講の取扱いについては、その都度、措置します。
　また、休講となった授業の補講については、別途措置します。

⑹　公欠等についての取扱い
　学校保健安全法に定める感染症（※１）と診断された場合は、他の学生等に感染させてしまう恐れがあります。その場合
は、治癒が確認された後に、医師の診断書を教務チームに提出してください。授業担当教員に、欠席及び評価に対する配慮
を依頼する文書を交付します。
　また、教育実習・介護等体験、裁判員（※２）に選出された場合の欠席の取扱いは公欠としますので、公欠願を教務チー
ムまで提出してください。

※１　学校保健安全法の感染症
　第一種： エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱、急性灰白

髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群、鳥インフルエンザ
　第二種： インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザを除く）、百日咳、麻しん、流行性耳下腺炎、風しん、

水痘、咽頭結膜熱、結核
　第三種： コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス、パラチフス、流行性角結膜炎、急性出血性結膜炎、

その他の感染症
※２　裁判員制度による召集の場合
　 　該当する学生は、呼出状を提示（確認後返却）の上、授業を受けられない日時を記入した公欠願の用紙を提出してくだ
さい。授業担当教員には、教務チームから当該学生について連絡をし、履修上の配慮を依頼します。なお、定期試験期間
中の場合は、追試験の対象とします。

⑺　４年次での大学院博士前期課程授業聴講制度
　平成19年度より学部４年生で、かつ大学院進学を希望している学生に対して大学院博士前期課程の授業の聴講を認める
制度を発足させました。大学院における授業をいち早く体験することによって、大学院についてよりよく知っていただきた
いと思います。
① 本制度の対象となる学生の要件
　ａ）学部４年次
　ｂ）この制度を実施している博士前期課程のコースを志望する学生＊
　ｃ）聴講するにあたって、卒業研究・卒業論文の指導教員の許可を得ること。
　＊本制度を実施している専攻、コース及び受講可能授業科目については、別途学生センター棟掲示板等に掲載します。

② 受け入れ形態
　授業担当教員は、この制度により受講する学部４年生に対して大学院生と同様に授業・試験等を行い、授業を終了したと
きは大学院生と同じ基準で成績評価を行います。

③ 本学大学院博士前期課程進学後の単位認定
　この制度により科目の成績評価を受けた学部４年生が翌年度に本学大学院博士前期課程に入学した場合は、本人からの申
請により、聴講した科目の単位認定を行います。コースごとに認定できる単位数の上限が決まっているので、予め確認して
ください。

④ 聴講の手続き等
　ａ）申請期間内に教務チーム大学院カウンターに提出してください。
　　　申請期間：前学期開講科目　　４月下旬
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　各授業科目の単位は以下に述べるように、教室における学習だけで成り立っているわけではありません。教室での課題に
対するレポート作成、予習・復習などの学習時間が含まれています。
　この考え方は、下記の〔１単位の基準〕に基づくもので、このことを理解したうえで、１年間に履修登録する上限のめや
すを50単位とし、実り多い履修を心がけてください。なお、この上限設定は、教員免許状等の資格取得のための科目履修
には適用されません。

�‡�y�o�•�w�,	j
〔１単位の基準〕
　各授業科目は、１単位あたり45時間の学習を必要とする内容をもって構成することを標準として、授業の方法に応じ、
当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとなっています。
　◇講義、演習については、15時間の授業をもって１単位とします。
　◇実験、実習及び実技については、30時間の授業をもって１単位とします。
　ただし、個人指導による実技及び教育実習等の授業科目、並びに卒業論文、卒業研究、特別研究又はこれに準ずる授業科
目や資格に関する授業科目については、別に定めるところによります。

�ˆ���y�Ö�¶�Ž
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　入学以前に修得した単位（検定等を含む）、在学中に他大学等で修得した単位、転学及び編入学した既修得単位の認定を
受けようとする者は、別紙様式１による「他大学等において修得した単位等に係る認定願」に成績証明書等を添えて、当該
学部長に願い出てください。当該学部長は、教育上有益と認めるときは、当該学科長及び願い出のあった授業科目の関係教
員等と協議のうえ、当該教授会の議を経て、既修得単位の認定を行います。
　当該学部長より認定した科目及び単位について、別紙様式２による認定書が交付されます。
　なお、単位の認定を行った場合は、認定した単位に代えて、他の授業科目の履修を行うなど履修内容の有益化を図るよう、
各学部からの指導をうけてください。
○申請期限―― 入学以前に修得した単位及び検定等に合格している単位の認定については、入学した年度の第１学期・第２

学期・前学期履修登録期間の最終日まで　（教務チームに申請の申し出をし、申請手続きの指示を受けること。）、
それ以外に修得した単位の認定については、その都度受付いたします。
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別紙様式１

他大学等において修得した単位等に係る認定書

所属　　　　　学部　　　　　　　学科　　　　　　　　　年

学籍番号
氏名

認定する授業科目 認定の基礎となった単位等

科目区分 授業科目名 単位 評価 授業科目名等 単位等 平価等 備　考

合　計 単位

学則第17条　
学則第18条　
学則第22条2

⎫
｜
⎬
｜
⎭

の規定に基づき、上記のとおり本学において修得又は履修したものとみなし単位を
認定する。

平成　　 年　　 月　　 日 お茶の水女子大学　　学部長
　　　　　　　　　　　　　印

別紙様式２

4 単位制
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〔外国語検定による単位の認定〕
　『実用英語技能検定』１級又は準１級の合格者、『TOEIC』730点以上のスコアを持つ者、『TOEFL』550（PBT）／213（CBT）
／79（iBT）点以上のスコアを持つ者、『中国語検定』４級以上の合格者、『中国語コミュニケーション能力検定』250点以
上のスコアを持つ者、『漢語水平考試験』２級以上の合格者、『実用フランス語技能検定試験』４級以上の合格者、『ドイツ
語技能検定試験』３級以上の合格者の単位認定は、別紙様式１による「他大学等において修得した単位等に係る認定願」に
それぞれの基準を満たしていることを証明する書類を添えて、当該学部長に願い出てください。
　当該学部長は、関係学科教員等と協議のうえ、当該教授会の議を経て、認定を行います。なお、単位の認定を行った場合
は認定した単位に代えて、他の授業科目の履修を行うなど履修内容の有益化を図るよう、各学部からの指導を受けてくださ
い。

〔認定できる単位数〕

授業科目区分 認定できる単位数
コ ア 科 目

※ 60 単位を限度とする。専門教育・専攻科目

その他の授業科目

　※ 本学において修得した単位以外のものについて、上記単位数を上限とします。なお、各外国語検定等による認定単位は
以下の表のとおりとします。

認定科目及び単位一覧

授業科目 条　件 認定科目・単位

実用英語技能検定
準１級合格者

「基礎英語Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」及び「英語コミュニケーションⅠ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」に相
当する８単位を認定する。

１級合格者
「基礎英語Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」、「英語コミュニケーションⅠ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」及び「中
級英語Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」に相当する 12 単位を認定する。

TOEIC
730点以上815点未満

「基礎英語Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」及び「英語コミュニケーションⅠ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」に相
当する８単位を認定する。

815点以上
「基礎英語Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」、「英語コミュニケーションⅠ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」及び「中
級英語Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」に相当する 12 単位を認定する。

TOEFL

550（PBT）／213（CBT）／79
（iBT）点 以 上 580（PBT）／
237（CBT）／92（iBT）点未満

「基礎英語Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」及び「英語コミュニケーションⅠ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」に相
当する８単位を認定する。

580（PBT）／237（CBT）／92
（iBT）点以上

「基礎英語Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」、「英語コミュニケーションⅠ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」及び「中
級英語Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」に相当する 12 単位を認定する。

中国語検定

４級合格者 「基礎中国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」に相当する８単位を認定する。

３級以上合格者
「基礎中国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」「基礎中国語（応用）Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」「発展中国語
Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」「発展中国語Ⅲ⑴⑵・Ⅳ⑴⑵」のいずれかに相当する 12 単位を認
定する。

中国語
コミュニケーション

能力検定

250点以上400点未満 「基礎中国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」に相当する８単位を認定する。

400点以上
「基礎中国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」「基礎中国語（応用）Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」「発展中国語
Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」「発展中国語Ⅲ⑴⑵・Ⅳ⑴⑵」のいずれかに相当する 12 単位を認
定する。

漢語水平考試験

２級合格者 「基礎中国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」に相当する８単位を認定する。

３級以上合格者
「基礎中国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」「基礎中国語（応用）Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」「発展中国語
Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」「発展中国語Ⅲ⑴⑵・Ⅳ⑴⑵」のいずれかに相当する 12 単位を認
定する。

実用フランス語
技能検定試験

４級合格者 「基礎フランス語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」に相当する８単位を認定する。

３級以上合格者
「基礎フランス語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」「基礎フランス語（応用）Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」「発
展フランス語Ⅰ⑴⑵・Ⅱ⑴⑵」「発展フランス語Ⅲ⑴⑵・Ⅳ⑴⑵」のいずれかに相
当する 12 単位を認定する。
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東 京 工 業 大 学 ― ○ ○ ○ 理学部／工学部／生命理工学部
東 京 芸 術 大 学 ― ○ ○ ○ 音楽学部
共 立 女 子 大 学 ― × × ○ 家政学部
東 京 外 国 語 大 学 ２年生以上 ○ ○ ○ 外国語学部／言語文化学部／国際社会学部
東 京 海 洋 大 学 ― × ○ × 海洋科学部
一 橋 大 学 ２年生以上 ○ ○ ○ 商学部／経済学部／法学部／社会学部
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平成　　年　　月　　日

文 教 育 学 部 長
理 学 部 長
生 活 科 学 部 長
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私は、平成　　　　年度に　　　　　大学　　　　　学部において下記科目を履修したいので、
派遣学生として許可願います。

記

� J � è 
 j � ø

� J � è � Ê

� ­ � » � Ê

� o � • 
 :

�¶ �8

�5 �Ô

�Ì �v

�Þ��
¬�R�J�è�q�`�o�Ý���›

�1�l�b�”	Ô�ù�x�z�Š�¶

�w�¡�ˆ�8�Q�J�è�Ê

�Ô�¡�ˆ�8�Q�J�è�t�m�M�o�x�z�¶�J�w	•�Ý�›�˜�”�\�q�{

　上記科目を履修することを承認します。
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⑴　お茶の水女子大学アカデミック・エシックス
　詳しくは、http://www.ocha.ac.jp/research/ethics_indicator/index.htmlを参照。

「学ぶ意欲のある全ての女性の真摯な夢の実現の場として存在する」
　お茶の水女子大学は139年の歴史を通して、女性が高等教育を受けることのできる唯一の場として、先駆的な女
性が多く学び、それぞれに社会をリードしてきました。その精神を今日も受け継ぎつつ、真摯に学ぶ女性を育成し、
教育と研究の成果を社会に還元することによって、日本のみならず国際的に社会をリードし未来を創造しうる女性
のためのより高度な教育研究機関となることを志向しています。

　学びにおいて、自らの問題関心・研究テーマを、自らの努力によって怠りなく「磨き続ける」ことが求められます。本学
では、高度な専門教育と並んでリベラル・アーツ教育を重視しており、学びの中で問題関心を広げ、専門を深め、固有のテー
マを発見していくことが求められます。本学で学ぶ学生が、自らの関心において、また自らの責任において、学びを実現す
ることを目標としています。
　学びには、責任が伴います。著作権・プライバシーなど、研究活動によって他人の権利を侵害するようなことはあっては
なりません。
　上記の精神は、皆さんが日々の学習成果を表す場（試験やレポート等）においてもぜひ反映させていただくことを望みま
す。学問に対して真摯な態度で臨むことは、高等教育を受ける者として何よりも基本的なことです。
　大学は、文化を創造し、自然の原理を探求する場です。自らの研究に責任を持ち、お茶大生として先人の業績に敬意を払
い、自らの知と新しい文化を創造することを意識してください。

⑵　試験
　各学期の終りに一定の期末試験が設けられています。各科目とも開講学期の終了時に試験を行うのが原則です。⑴⑵が付
く科目のうち連続して履修を行う科目は、⑴終了時の試験を省く場合もあります。
　これらの試験は、その期間内の平常の時間割で行われるのが通例です。学生は、事前に教員と必ず打合わせ、筆記試験・
レポートの別、その日時・場所について承知しておかねばなりません。
　なお、試験の際には学生証の提示を求める場合があります。また、遅刻した場合の入室制限及び退室を認める時間を設け
ることがあります。

不正行為
　カンニング等の不正行為は学生にとってあるまじき行為であり、本学では以下のように処します。
Ⅰ　試験において不正行為を行った者については、教育機構長は、別に定める手続きにより、次の措置を行います。
　⑴　当該学期履修科目の全ての受験科目を無効とする。
　⑵　学内に当該措置（措置事例）について告示する。
Ⅱ　前項の不正行為については、同項に規定する措置のほか、学則第66条に規定する懲戒の対象とします。

追試験
　病気その他、止むを得ない理由により、期末試験を受けられなかった学生については、担当教員が特に必要があると認め
た場合に限り追試験を行うことがあります。
　追試験を希望する者は当該期末試験終了後１週間以内に教務チームに「追試験願」及び「欠席理由を証明する書類」を提
出しなければなりません。「追試験願」は教務チームで配付します。
　ただし、卒業予定者は前記に関わらず、直ちに申し出ることとします。

5 学習成果
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＜事例＞
　functional ＧＰＡ算定の例示
　○５科目17単位分の場合のＧＰとそのアベレージがどのように求められるか

科目名 単位数 成績評点 ＬＧ f-strict ＧＰ f-strict ＧＰ×単位数 f-general ＧＰ f-general ＧＰ×単位数
地理概論 ２ 84 Ａ 2.90 5.80 2.90 5.80
地学 ２ 98 Ｓ 4.30 8.60 4.00 8.00
地学演習 ４ 50 Ｄ 0.00 0.00 0.00 0.00
地学実験 １ 66 Ｃ 1.10 1.10 1.10 1.10
卒業研究 ８ 70 Ｂ 1.50 12.00 1.50 12.00
計 17 27.50 26.90

　５と７カラム目のＧＰは次式で求めます。成績評点は100点満点ですが、科目によっては小数点以下の値をもった評価も
ありえます。

　ＧＰ＝（成績評点－55）／10　（ただし、ＧＰ＜0.5はＧＰ＝0.0とする）

　最後に、ＧＰ＝Σ（ＧＰ×当該科目の単位数）／　履修総単位数ですので、上例では、
　f-strict ＧＰＡ＝27.50 ／17＝1.617
　f-general ＧＰＡ＝26.90 ／17＝1.582　となります。

★留意点
・ 上例の値は段階評価でいえば、良のゾーンの下限近くに相当します。ですから、上例は全体としてあまりよくない成績の
事例です。
・ 上例では地学演習（通年４単位）で不合格をとっているため、ＧＰが０となり、しかも単位数が相対的に大きかった科目
であるため、ＧＰＡが大きく損失しています。仮に、この科目で80点をとっていれば、f-strict　ＧＰＡは2.205でした。
・ちなみに、よく学ばれて各科目で比較的よい成績をとった好ましい例もシミュレーションしておきましょう。

科目名 単位数 成績評点 ＬＧ f-strict ＧＰ f-strict ＧＰ×単位数 f-general ＧＰ f-general ＧＰ×単位数

地理概論 ２ 84 Ａ 2.90 5.80 2.90 5.80
地学 ２ 98 Ｓ 4.30 8.60 4.00 8.30
地学演習 ４ 80 Ａ 2.50 10.00 2.50 10.00
地学実験 １ 90 Ｓ 3.50 3.50 3.50 3.50
卒業研究 ８ 85 Ａ 3.00 24.00 3.00 24.00
計 17 51.90 51.60

　f-strict ＧＰＡ＝51.90／17＝3.052
　f-general ＧＰＡ＝51.60／17＝3.035

　米国の損保会社にはＧＰＡが3.0以上の成績をもつ学生の自動車保険料を25％割引にするなどの特典を設定しているとこ
ろがあります。この値がもつ社会的通用性の一面をあらわしています。

⑤ ＧＰＡ算定の対象科目
　他大学などでの履修（留学を含む）や本学における評価でレターグレードや素点ではなく、単位認定として評価される科
目や「合否・不合格」による評定で成績がでる科目を除く総ての科目が対象になります。

⑥ ＧＰＡの算定期日
　ＧＰＡの算定は、ＧＰＡ算定基準日までに確定した成績に基づいて行います。算定基準日は原則、前期は9月15日、後期
は3月20日です。前期に算定される科目は、当該年度の前学期、第１学期、第２学期で履修した科目を含めた入学して以降
の全履修科目です。後期に算定される科目は、当該年度の後学期、第３学期、第４学期、通年で履修した科目を含めた入学
して以降の全履修科目です。
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　成績通知票や成績証明書にはその趣旨説明とともにf-strict ＧＰ（Ａ）、f-general ＧＰ（Ａ）両指標を併記します。また、
ＧＰＡ算定方法の説明や「不可」評価の単位数を記載し、成績とＧＰＡ間の整合性を明白にします。





49

Ⅱ

6

履
修
概
要

学
修
支
援
情
報
シ
ス
テ
ム

⑴学修支援情報システム　alaginについて
　alagin（Academic　Learning　and　Achievement　Guiding　Information　Network　system）は、各自が履修してい
る時間割や前学期までの成績、履修登録単位数、修得単位数の推移を学内情報ネットワークを介して、いつでも確認できる
学修支援情報システムです。
　ここではalaginが提供している情報や効能を簡単に紹介します。

① alaginへのアクセス方法
　alaginへのアクセスは、本学のウェブサイトの複数の箇所（例：
大学トップページの「在学生の方」のリンク先、教育開発センター
のトップページなど）に「alagin」へのリンクがあります。そ
こをクリックすれば図に示したalaginへの入口が表示され、「履
修している時間割を見る」と「学修状況をチェックする」のボ
タンが表示されます。時間割はスマートフォンを含む任意の端
末から、一般的なインターネットブラウザを用いてどこからで
もアクセスできます。学修状況は扱っている情報の性質上、現
時点では学内のLAN、すなわち図書館等に設置されている学内
LAN端末や無線LAN、ochaを介してのみアクセスできます。
後者を使えばキャンパス内では、自分の端末でもアクセス可能
です。
　alagin初期画面へのアクセスは通常、本ホームページのトップページにあるリンクボタンからおこないますが、上記の「alagin
初期画面」リンクからでも、左の写真をクリックすることでも入れます。時間割、学修状況のいずれもクリックすると統合
認証画面が表示されますので、自分の学生IDとパスワードを入力すれば、以下の情報画面にログインできます。
　画面上には個人名や学籍番号は表示されませんが、閲覧した後は必ず開いたページを閉じてください。とくに学内の共用
端末で閲覧した後、別のウェブサイトに移動してそのまま放置すると閲覧した学修状況のデータがページに残ったままにな
るからです。

② 履修している時間割
　自分が今学期に履修登録している時間割が、実際の履修登録デー
タをもとに生成されています。もし、履修登録したはずの授業
科目が表示しなかったり、履修申請していない科目が表示され
ている場合は、教務チームの窓口で登録状況の確認をしてくだ
さい。その他の疑問など、alaginに関する問い合わせは、crde-
hd@cc.ocha.ac.jpで受けつけています。
　また、授業時間外の学習に24時間学外からでも利用可能な授
業・学習支援システムのmoodleやploneを用いている授業につ
いては、alaginの時間割にそのマークが付記され、そこから直
接moodleやploneに入ることができます。
　時間割には、簡単なメモを貼り付けておくこともできます。
レポートの提出期日や課題内容などの一時的な備忘録として利
用してください。ただし、これは簡易的なものなので一度書いたものを修正することはできず、個々のメモを削除して新た
に書き直す必要があり、削除した内容は保存されません。また、サーバー情報の更新に伴って予告なく書いた内容が消えて
しまう可能性もあるため、あくまで臨時的なメモ書きとしての利用に留めてください。

6 学修支援情報システム
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　入学以降、現在までの学期ごとの学修単位数の推移を確認でき
ます。この単位数グラフは履修登録をした単位数、修得した単位
数、GPA（Grade Point Average、当履修ガイドのP.44を参照）
に算入された単位数（例えば、編入などにより認定された既修得
単位数はGPAに算入されません）、卒業要件を充たしている修得
単位数のそれぞれについて表示されます。
　単位数については大学設置基準（法定）で学期ないし年間に履
修可能な単位数に上限を設けるなどの措置をして、卒業に必要な
単位数を大幅に超えた履修をしないよう留意することが求められ
ています。これは履修した授業科目に標準的に必要とされる学修時間（授業時間+授業外学習時間（講義・演習の場合、一
般に授業時間の２倍））を確保し、学び修めることを確実にするための要求です（これを受けて他大学では年間50単位、学
期あたり21とか23単位といった履修制限を設定しています［キャップ制］）。これは単位制度の実質化と呼ばれており、現
在の日本の大学制度の典型的な課題になっています。
　この対応として本学では制度により履修制限をする方策をとらず、各自で単位制度の実質化が意図していること、GPA
の特性（必要以上に履修をするとその分、無理な学修負荷が生じて成果を損なう危険率が増す）を理解してもらうことを、
このalaginを通じて単位修得状況をチェックすることにより、主体的に単位制度を実質化してもらう策を講じています。
　このグラフには、単位制度が妥当に機能し実質化していると判断される基準線（ドットのない青い直線）が示されていま
す。このラインは卒業要件単位を４年間で充たしていくと想定したときに、そのおよそ３割増しで履修していくケースを示
しています。したがって、このラインを目安に、これを大きく超えて履修し（青色のグラフ）単位を修得（緑色グラフ）し
ていくような学修の仕方は「履修しすぎによって個々の授業への学習時間が確保できず全体の学修成果の実効性やクオリティ
が低下している」ことを示すものと解されます。即ち学修しても昨今の大学制度下では努力の成果であるとは認められず、
反対に否定的に評価されてしまうのです。要は卒業要件を充たす範囲で十分な授業時間外学習の時間を確保した状態で、質
の高い学修をしてもらうことが望ましいのです。
　現実的には１、２年次に、この基準線を上回る履修と単位修得がなされることでしょう。しかし、最終的にはこのライン
に近づいていくよう調整的に履修計画を立ててください。
　グラフの背景の色分けの意味については、教育開発センターのウェブサイトにあるalaginの説明をご覧ください。

�† �è�»�”�¬�è�”�Å
°�A�w�Ï
R

　現在までに単位修得している授業科目の成績について、そのレターグレー
ドの構成割合を円グラフで確認できます。
　本学のレターグレードは標準的にはS、A、B、C、Dの５段階でDは
不合格です。ほかの指標として編入学などに伴う既修得単位などの認定
単位としてCR、また評価未定や保留があります。平成22年度以前入学
生には履修放棄などによる評価不能としてXという指標があります。平
成23年度以降入学生の場合、履修取消手続きをせずに履修放棄した場合
は不合格になりますのでこの指標はありません。このグラフでは上記５
段階評価以外の指標はetcとして一括して示しています。
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⑤ GPAの学内での位置づけ
　GPAを用いた学修成果状況を、以降の３観点で確認できます。用いて
いるGPA指標はstrict　GPA（当履修ガイドのGPA制度（P.44）を参照
してください）です。
　入学来、前学期までの自分の累積GPAの値を、学士課程全学生の累積
GPAの度数分布のなかで捉えることができます。自分の総合的な学修成
果の位置づけ（赤のグラフの部分）を全学のなかで知ることができます。
度数分布は横軸に示した数値を先頭にして次の数値に至る手前までの区
間です。即ち左端の区間はGPA4.5以下～4.4を含まないそれ以上までの
値の区間をあらわし、縦軸は各区間の度数（人数）を表しています。グラフの左下のボタンをクリックすることにより、同
様の度数分布と自分の位置づけを所属学部、または所属学年において捉えることができます。

⑥ 学期ごとのGPA推移
　学期ごとの自分のGPAの推移を確認できます。グラフ背景は５色
のラインが引かれています。上から順にGPA3.5のライン（紫）。これ
を超えると、かなり優等な学修成果を達成した学期だったといえます。
次にGPA3.0のライン（青）、これを超えると、優等な学修成果を修め
た学期だったと評価できます。緑のラインは全学平均GPAをあらわ
しています。黄色のラインはGPA2.0をあらわしますが、これを下回
ると学修成果が不十分な学期だったといわざるをえません。大学によっ
ては、これ以上のGPAを獲得することを卒業用件にしています。
GPA1.5を表す赤色のラインを下回ると、学修成果にあきらかな問題
があったといえます。学修について担当教員や総合学修支援センター、教務窓口、あるいは学生相談室などに相談し根本的
な対策を図ることをお薦めします。

⑦ 学修成長曲線
　これは各学期ごとにstrict　GPAを入学以来の累積で示し、その
推移を曲線で表現したグラフです。学期ごとのGPAに比較すると入
学来の加算で示されるため変動が緩やかになります。その分、学期
間のパフォーマンスのばらつきが相殺されて修学期間を通じた学修
プロセスの成果状況を反映したグラフになります。そのため点間を
あえて曲線で補完して表現しています。ですから、この曲線では変
化の量（大きさ）よりも質について注視する必要があります。当然、
全体にマイナス成長やマイナス気味になっている場合は努力要請を
表しており、学修計画に何らかの対策を施す必要があることを示し
ています。
　グラフ背景の色分けの意味については教育開発センターのウェブサイトにあるalaginの説明をご覧ください。

　なお、alaginは現在も開発を進めており、皆さんの修学期間中に、さらに新たな情報の表示や機能の拡張、改善
が施されていく予定です。それに伴ってここに記した操作方法や内容が変更される場合もありますが、常にalagin
に接していれば、それらの変化には十分に対応できることでしょう。

※alaginに関する問い合わせは、crde-hd@cc.ocha.ac.jpで受け付けています。
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　学籍とは、本学の学生としての身分を有していることをいいます。学籍は入学によって発生し、卒業、退学、除籍によっ
て失われます。在学とは、学生が本学の学籍を有し、現に学修している状態をいいます。在学期間とは、その学修している
期間をいいます。修業年限とは、本学の教育課程を修了するために必要な最小の在学期間をいい、在学年限とは、本学に在
学できる最長の在学期間をいいます。なお、休学期間は在学期間には含めません。

⑴　修業年限
　修業年限は４年です。修業年限の２倍を超えて在学することはできません。ただし、編入学、転学部・転学科等による学
生は、修業すべき年数の２倍を超えて在学することはできません。また、入学前に、本学の科目等履修生として一定の単位
を修得した者が入学する場合、規定により認められた単位の全部、又は一部が教育課程の一部を履修したと認められるとき
は、当該学部教授会の議を経て、規定する修業年限について当該単位数、その修得に要した期間その他を考慮して、２分の
１を超えない範囲でその修業年限に通算することができます。

⑵　休学
　病気その他の事由により修学することができないときは、事由を添えて学長に願い出てその許可を得る必要があります。
なお、休学の期間はその学年末までとし、特別の事情があるときは、引き続き休学を願い出ることができます。
■留意事項
・休学期間は、通算して定められた修業年限の年数を超えることができません。
・休学期間は、在学期間には算入しません。
・休学期間中にその事由が消滅したときは、学長の許可を得て復学することができます。
・休学期間中は、授業料は発生しません。
・休学期間満了後、「復学」「退学」「休学の延長」等の申し出がない場合は授業料の納入が必要となります。

⑶　復学
　休学の理由が解消して復学を希望する者は、その理由を具して学長に願い出て、許可を受けなければなりません。

⑷　退学
　退学を希望する者は、その理由を具して学長に願い出て、許可を受けなければなりません。

⑸　除籍
　次の各号のいずれかに該当する者は、当該学部教授会の議を経て、学長が除籍します。
・授業料を２期連続して滞納し、督促してもなお当該２期分を納付しない者【P.252参照】
・本学則に定める第14条第２項に定める在学年限を超えた者
・本学則に定める第14条第３項に定める休学期間を超えてなお修学できない者
・長期間にわたり行方不明の者
・ 入学料の免除を申請した者で、免除を許可されなかった場合又は半額免除を許可された場合であって、納付すべき入学料
の全額又は半額を所定の期日までに納付しない者

⑹　転学
　本学から他の大学に転学しようとする者は、学長の承認を得なければなりません。

⑺　留学
　本学には大学間交流協定校に留学する「交換留学派遣制度」があります。

�� �¶
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　交換留学生として派遣されるためには、学内の選考を経て協定校の承諾を得る必要があります。
　留学期間は修業年限に含まれ、修得した単位は一定の条件により認定を受けることができます。

大学間交流協定校一覧（学生派遣可能な協定校のみ） （2014年２月現在）

※協定大学（59校）の内、学生を派遣できる協定校（58校）のみ掲載しています。
※協定校は随時更新されますので、最新情報は以下の大学ＨＰにてご確認ください。
　　　http://www.ocha.ac.jp/intl/studyab/link/

⑻　転学部及び転学科
　学部内の他学科等または他学部への転入（以下「転学部・転学科」という）を考えている学生は、まずは学年担当の教員
等に相談してください。所属の学科や転入希望先の学年担当教員、学科長等が相談に応じます（これらの教員の連絡場所や
連絡方法が分からないときは、教務チームにお問い合わせください）。
　転学部・転学科の手続きなどの取扱は、次のとおりです。教務チームが窓口になっています。できるだけ早い時期に願い
出てください。
　① 転学部・転学科を申し出ることのできる学生は、転学部・転学科の時期において在学１か年以上となる見込みのものと
します。

　　転学部・転学科の期日は、４月１日とします。

協　定　校 国　名 締結年月日
アジア（23 校）
韓国芸術総合学校舞踊院 大韓民国 2011. 01. 17
慶北大学校 大韓民国 2011. 06. 22
啓明大学校 大韓民国 2013. 07. 09
淑明女子大学校 大韓民国 2000. 02. 14
同徳女子大学校 大韓民国 2005. 03. 30
釜山大学校 大韓民国 2012. 03. 21
梨花女子大学校 大韓民国 2000. 02. 28
アジア工科大学院大学 タイ 2004. 12. 29
タマサート大学 タイ 2007. 06. 13
チェンマイ大学 タイ 2010. 05. 27
プリンス・オブ・ソンクラー大学 タイ 2009. 08. 14
開南大学 台湾 2012. 05. 25
国立政治大学 台湾 2001. 07. 25
国立台北芸術大学 台湾 2002. 01. 29
国立台湾大学 台湾 1999. 12. 17
大連外国語大学 中国 2006. 10. 02
北京外国語大学 中国 2005. 10. 17
北京大学歴史学系 中国 2002. 01. 26
復旦大学歴史学系 中国 2010. 10. 12
国立ハノイ教育大学 ベトナム 2008. 03. 03
ハノイ大学 ベトナム 2013. 02. 18
ベトナム科学技術アカデミー・ゲノム機関 ベトナム 2013. 10. 15
インドネシア芸術大学デンパサール校 インドネシア 2014. 01. 10
中東（１校）
アンカラ大学 トルコ 2007. 08. 08
アフリカ（２校）
カイロ大学 エジプト 2007. 03. 15
マンソウラ大学 エジプト 2003. 03. 30
北米（５校）
ヴァッサー大学 アメリカ 2006. 06. 01
カリフォルニア大学サンディエゴ校 アメリカ 2014. 01. 02

協　定　校 国　名 締結年月日
カリフォルニア大学デービス校 アメリカ 2010. 09. 30
パーデュー大学 アメリカ 2004. 01. 26
南オレゴン大学 アメリカ 2012. 10. 22
オセアニア（３校）
ニューサウスウェルズ大学 オーストラリア 2011. 09. 30
モナシュ大学 オーストラリア 1994. 12. 14
オタゴ大学 ニュージーランド 2003. 12. 19
ヨーロッパ（24 校）
オックスフォード大学クイーンズコレッジ イギリス 1994. 01. 18
マンチェスター大学 イギリス 2009. 09. 15
ハル大学 イギリス 2013. 10. 02
ロンドン大学キングスカレッジ イギリス 2013. 12. 02
ロンドン大学 東洋・アフリカ研究学院 イギリス 1999. 08. 05
国立ナポリ大学オリエンターレ イタリア 2011. 01. 11
コッレージョ・ヌォーヴォ イタリア 2013. 03. 25
‘サピエンツァ’ローマ大学 イタリア 2012. 07. 12
ウィーン工科大学 オーストリア 2002. 12. 05
リンショーピン大学 スウェーデン 2012. 01. 12
スロバキア工科大学 スロバキア 2003. 03. 04
カレル大学 チェコ 2004. 09. 07
ケルン大学 ドイツ 2010. 03. 18
バーギシェ・ブッパタール大学 ドイツ 2002. 02. 24
ブレーメン応用科学大学 ドイツ 2011. 01. 21
セントリア先端科学大学 フィンランド 2009. 12. 01
タンペレ大学 フィンランド 2003. 02. 13
ストラスブール大学 フランス 2002. 07. 05
パリ・ディドロ（パリ第７）大学 フランス 2008. 02. 01
ブレーズ・パスカル（クレルモン第２）大学 フランス 2009. 08. 28
ボルドー第一大学 フランス 2011. 03. 01
ワルシャワ大学 ポーランド 2010. 02. 10
ブカレスト大学 ルーマニア 2009. 08. 03
トムスク国立教育大学 ロシア 2002. 07. 03
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　② 「転学部・転学科願」は所定の様式により、教務チーム（学生センター棟１Ｆ）に前年度12月28日までに提出すること。
　転学部・転学科受験許可は、受入れ学科等の了承を得た上、１月の所属学部教授会の議を経るものとします。
　この受験許可にあたっては、受入れ学科等の収容人員などの事情が考慮されます。
　③受験許可の場合の試験期間は、１月下旬より２月上旬までの間に行ってください。
　④転学部・転学科の可否の判定は、次の各号を総合判定し、受入学部教授会の議を経て決定します。
　　・入学者選抜試験の成績
　　・在学中の成績
　　・転学部・転学科試験成績
　　・面接
　⑤転学部・転学科の可否は、本人に通知します。
　⑥転学部・転学科が認められた者の在学期間は、受入学部教授会の議を経て決定します。
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下記理由により　　　　　　　　　　学部　　　　　　　　　　　学科　　　　　　　　　　へ
転学部・学科したいので許可くださるようお願いします。
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⑴　本学ホームページの紹介　http://www.ocha.ac.jp
　大学で行われている研究やシンポジウムなどの告知が数多く発信されています。履修に関することや授業のシラバス、行
事予定なども確認することができます。
　また、奨学金や授業料免除、学生寮のことなど最新情報が掲載されていますので、積極的に活用してください。

　大学ホームページで確認できる一覧

学 生 生 活 関 係
○奨学金　○授業料免除　○授業料　○学生寮（国際学生宿舎、小石川寮、お茶大 SCC）
○課外活動（届出、貸出物品一覧など）　○学園祭
○学生相談室　○就職　○ピアサポートプログラム　○拾得物・遺失物

履 修 関 係
○休学・復学・退学の手続き　○シラバス　○教務年間日程　○教員免許など各種資格取得　
○学部・院　教育研究者情報　○各学部・大学院紹介　○科目等履修生、研究生、聴講生の募集　
○証明書発行の手続き

そ の 他
○本学の歩み　○同窓会・後援会・生活協同組合　○国際交流（留学）
○イベント情報　○公開講座　○セミナー案内　○大学刊行物
○図書館、情報基盤センターなど各種センター利用案内

⑵　学生ポータルサイトの紹介
　大学ホームページ以外にも、学内はもちろん学外からでも授業や学生生活に関する情報にアクセスが可能な学生ポータル
サイトを開設しています。なお、学生ポータルサイトへのアクセスには「お茶大アカウント」が必要です。

　　　パソコン用　　http://tw.ao.ocha.ac.jp
　　　携帯電話用　　http://tw.ao.ocha.ac.jp/k/

⑶　教務関係事務の相談
　履修上の各種の疑問は、学年担当教員や教務チーム（学生センター棟１F）に問合わせてください。事務担当窓口で解決
できないときは、委員会や教授会等に諮りますから、教務チームに相談してください。

⑷　総合学修支援センター
　「複数プログラム履修」に関する履修相談、ＧＰＡ制度、カラーコードベンチマークに関する相談等、その他、総合的な
学修相談、学修の支援を行います。

⑸　グローバル教育センター
　外国人留学生及び海外留学を希望する日本人学生に対し、修学及び生活に必要な教育・指導助言を行うとともに、地域と
連携した留学生のための支援事業を実施します。

⑹　外国語教育センター
　コア外国語教育の履修指導、本学企画の海外語学研修（単位認定される）への協力（研修先の選定など）、ランゲージ・
スタディ・コモンズ（共通講義棟３号館101～103室）での外国語の自習指導などを行います。また、言語文化学科英語圏
言語文化コースと協力して国内語学キャンプ（イングリッシュ・キャンプ）を企画・実施します。

8 学生サポート
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　学生が卒業見込証明書、成績証明書を希望するときは、学生センター棟２Ｆに設置されている自動発行機で受けとること
ができます。そのほかの証明書や卒業後に卒業証明書等を希望するときは、教務チーム（学生センター棟１Ｆ）備付けの「証
明書交付願」に記入しなければなりません。
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　事務から学生に連絡する事項は、学生ポータルサイト及び掲示板に掲示します。又、学部に関することは、各学部の掲示
板に掲げることもあります。見落としのないよう、毎日一度は掲示に注意してください。

�•�y
í�±���È�W
Œ�¢
í�±	��“�{�M�Ì���•���Ô���Ì ���� 
ü�™���� �Ì ���� 
ü�£

部署名 TEL メールアドレス 場　所
教 務 チ ー ム 03-5978-5141 kyomu@cc.ocha.ac.jp 学生センター棟１階
学 生・ キ ャ リ ア 支 援 チ ー ム 03-5978-5147 gakusei@cc.ocha.ac.jp 学生センター棟２階
国 際 交 流 チ ー ム
○ 外 国 人 留 学 生 に 関 す る こ と
○ 海 外 派 遣 に 関 す る こ と

03-5978-5143
03-5978-5722

ryunai@cc.ocha.ac.jp
ryu@cc.ocha.ac.jp

学生センター棟３階

財 務 ・ 契 約 チ ー ム 03-5978-5119 keiri@cc.ocha.ac.jp 大学本館１階
施 設 チ ー ム 03-5978-5125 kanzai@cc.ocha.ac.jp 大学本館１階
保 健 管 理 セ ン タ ー 03-5978-5156 Hp-c-health@cc.ocha.ac.jp 保健管理センター（食堂となり）
情 報 基 盤 セ ン タ ー 03-5978-5885 理学部２号館となり
総 合 学 修 支 援 セ ン タ ー 03-5978-2047 l-sc@cc.ocha.ac.jp 学生センター棟１階

パ ソ コ ン 活 用 室 03-5978-5354
Pc-application@cc.ocha.ac.jp
Taiyo-notepc@cc.ocha.ac.jp

共通講義棟１号館１階

学生関係の窓口業務と諸手続き一覧

担 当 窓 口 手　続　名 期　限

教 務 チ ー ム
学 部 教 務 係

履修・授業関係

履修相談、学業成績、授業時間割（休講・変更）・試験・補講 その都度
履修登録 別に指示
追試験願 １週間以内
※卒業（見込）証明書 ４日前
※成績証明書 ４日前
転学部・転学科願 前年度 12 月 28 日まで
他大学等において修得した単位等に係る認定願 その都度

科目等履修生
研究生関係

科目等履修生・研究生・特別聴講学生受付 毎年受け付けされる期間内
単位修得証明書発行 ４日前

教 務 チ ー ム
教 務 係

免許・実習関係

教職関係（教員免許状）（教育実習） その都度
そのほか資格（学芸員課程・社会教育主事） 〃
教育職員免許状一括申請受付 〃
教育実習履修届 〃
教員免許状取得見込証明書発行 〃
単位修得証明書発行 〃

身上異動関係

住所変更・身分異動届 その都度
休学願（復学願） 〃
退学願 〃
保証人変更届 〃

国 際 交 流
チ ー ム

外国人留学生関係 外国人留学生に関する事（奨学金・在留資格・証明書等） その都度
海外留学関係 海外留学に関する事 〃
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